
提

出

者

野

田

聖

子

平
成
十
八
年
六
月
一
日
提
出

質
問
第
二
九
六
号

不
妊
治
療
の
保
険
適
用
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

296



不
妊
治
療
の
保
険
適
用
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

平
成
十
八
年
四
月
十
二
日
提
出
の
質
問
第
二
二
三
号
「
不
妊
治
療
の
保
険
適
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
（
提
出
者
・
野
田

聖
子
）
に
対
す
る
答
弁
書
（
平
成
十
八
年
四
月
二
十
一
日
受
領
）
に
は
、
以
下
の
言
及
が
あ
る
。
「
我
が
国
の
医
療
保
険
制
度

に
お
い
て
は
、
疾
病
等
に
対
す
る
有
効
性
、
安
全
性
等
が
確
立
し
た
治
療
を
保
険
適
用
の
対
象
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

不
妊
治
療
の
う
ち
、
ホ
ル
モ
ン
の
異
常
並
び
に
子
宮
及
び
卵
管
の
機
能
障
害
等
の
身
体
の
異
常
に
対
す
る
治
療
に
つ
い
て
は
、

治
療
と
疾
病
と
の
関
係
が
明
ら
か
で
あ
り
、
治
療
の
有
効
性
、
安
全
性
等
が
確
立
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
保
険
適
用
の
対
象
と

し
て
い
る
」
。

右
答
弁
書
内
容
を
ふ
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

昭
和
三
十
七
年
九
月
二
十
五
日
当
時
の
厚
生
省
通
知
（
保
険
発
九
四
）
は
、
「
従
来
、
保
険
診
療
の
対
象
外
と
し
て
取
り

扱
わ
れ
て
き
た
、
半
陰
陽
、
類
宦
官
症
、
不
妊
症
、
月
経
異
常
で
あ
っ
て
、
保
険
医
に
お
い
て
治
療
の
必
要
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
も
の
は
、
身
体
的
苦
痛
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
今
後
療
養
の
給
付
の
対
象
と
す
る
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
通
知
書

と
当
該
答
弁
書
で
は
保
険
適
用
の
条
件
に
変
更
が
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
か
。

二

昭
和
三
十
七
年
と
現
在
に
お
い
て
保
険
適
用
の
条
件
に
特
段
の
変
更
が
な
い
場
合
、
現
在
の
不
妊
治
療
の
技
術
水
準
に
照

一



ら
し
て
、
保
険
医
が
体
外
受
精
等
を
最
適
な
治
療
法
、
も
し
く
は
唯
一
の
治
療
法
で
あ
る
と
認
定
し
て
も
、
保
険
適
用
の
対

象
と
な
ら
な
い
理
由
は
何
か
。

三

女
性
側
の
不
妊
原
因
の
な
か
で
も
っ
と
も
高
頻
度
を
占
め
る
の
は
卵
管
性
不
妊
で
あ
る
。
卵
管
性
不
妊
の
治
療
と
し
て
現

在
成
功
率
が
高
い
の
は
卵
管
形
成
術
で
あ
り
、
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。

卵
管
形
成
術
は
、
単
に
卵
管
の
疎
通
性
を
回
復
す
る
た
め
で
は
な
く
、
卵
管
性
不
妊
と
い
う
疾
病
の
た
め
の
治
療
で
あ

り
、
最
終
的
に
生
児
を
得
る
た
め
の
治
療
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
治
療
と
不
妊
症
と
い
う
疾
病
の
関
係
は
明
ら
か
だ
と
認
め

て
い
い
の
で
は
な
い
か
。

四

卵
管
形
成
術
に
は
複
数
の
術
式
が
あ
る
が
、
何
年
も
の
経
過
観
察
の
結
果
と
し
て
の
累
積
妊
娠
率
は
、
た
と
え
ば
開
腹
で

の
卵
管
形
成
術
に
つ
い
て
は
三
十
八．

六
％
、
腹
腔
鏡
下
の
卵
管
形
成
術
で
は
二
十
三．

六
％
と
す
る
報
告
が
あ
る
（
長
田

尚
夫
「
卵
管
形
成
術
の
選
択
」
、
医
学
書
院
『
臨
床
婦
人
科
産
科
』
五
十
六
巻
十
号
、
平
成
十
四
年
十
月
、pp.�

�
�
�

－
�
�
�
�

）
。
卵
管
鏡
下
卵
管
形
成
術
（Ｆ

Ｔ

）
に
よ
る
妊
娠
率
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
そ
の
有
数
の
権
威
で
あ
る
慶
應

義
塾
大
学
に
お
い
て
さ
え
三
十
％
程
度
（
治
療
後
二
年
以
内
）
で
あ
る
が
、Ｆ

Ｔ

は
保
険
適
用
が
認
め
ら
れ
た
卵
管
形
成
術

の
な
か
で
最
も
点
数
が
高
く
、
二
三，

八
〇
〇
点
（
二
十
三
万
八
千
円
）
で
あ
る
。
他
方
、
新
鮮
胚
（
卵
）
を
用
い
た
体
外

二



受
精
治
療
成
績
は
、
採
卵
あ
た
り
の
妊
娠
率
が
二
十
三．
〇
％
、
移
植
あ
た
り
の
妊
娠
率
が
二
十
九．

八
％
（
日
本
産
科
婦

人
科
学
会
「
平
成
十
六
年
度
倫
理
委
員
会
・
登
録
・
調
査
小
委
員
会
報
告
」
）
で
あ
る
。
卵
管
形
成
術
で
は
治
療
の
有
効
性

が
確
立
し
、
体
外
受
精
等
の
治
療
で
は
有
効
性
が
確
立
し
て
い
な
い
と
判
断
す
る
具
体
的
根
拠
は
何
か
。

五

不
妊
治
療
現
場
に
お
い
て
は
、
体
外
受
精
・
胚
移
植
の
普
及
に
よ
り
、
卵
管
性
不
妊
に
対
し
卵
管
形
成
術
を
行
わ
な
く
て

も
妊
娠
が
成
立
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
専
門
医
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
卵
管
形
成
術
、
と
く
にＦ

Ｔ

の
治
療
後
二
年
以
内

に
妊
娠
が
成
立
し
な
い
場
合
、
「
そ
の
症
例
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
体
外
受
精
を
検
討
す
る
こ
と
も
良
策
」
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
と
き
、
専
門
医
が
体
外
受
精
に
先
行
し
て
卵
管
治
療
を
優
先
的
に
行
う
の
は
、
「
体
外
受
精
が
健
康
保
険
の
適

応
と
な
っ
て
い
な
い
」
か
ら
だ
と
い
う
（
中
林
章
・
末
岡
浩
・
佐
藤
健
二
・
田
島
博
人
・
渡
辺
広
是
・
吉
村
泰
典
「
卵
管
疾

患－

卵
管
性
不
妊
に
対
す
る
腹
腔
鏡
・
卵
管
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
の
適
応
と
限
界
」
、
金
原
出
版
『
産
婦
人
科
の
実
際
』
五
十

三
巻
十
一
号
、
平
成
十
六
年
、pp.�

�
�
�
－
�
�
�
�

）
。
つ
ま
り
、
患
者
の
治
療
費
負
担
の
側
面
か
ら
、
保
険
適
用

の
な
い
体
外
受
精
等
の
治
療
法
を
医
師
も
患
者
も
積
極
的
に
選
択
で
き
な
い
現
状
が
あ
る
。
体
外
受
精
等
に
保
険
適
用
が
あ

れ
ば
、
治
療
の
選
択
肢
と
し
て
の
優
先
順
位
は
上
昇
し
、
一
層
の
「
治
療
の
有
効
性
や
安
全
性
等
の
確
立
」
に
つ
な
が
っ
て

い
く
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

三



右
質
問
す
る
。

四


